
まさかず

ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
で

調
べ
る
・
伝
え
る

元
産
経
新
聞
記
者 

保
守
系
無
所
属

か
ん
の
新
聞

西宮市政報告

年4回発行

かんの雅一事務所
TEL：090-1895-1488　FAX：0798-40-9530

www.kannomasakazu.com
かんの雅一 検索

●詳しい政策はホームページへ

《MAIL》 info@kannomasakazu.com

〒663-8153 西宮市南甲子園3丁目4-51-101

か ん の 新 聞  4面か ん の 新 聞  1面

言葉の解説

メール・FAXでのお申し込みは
本紙最下段に記載の宛先まで

●「定期送付希望」●郵便番号●ご住所●お名前●ご連絡先電話番号●メールアドレス

〒663-8153西宮市南甲子園3丁目4-51-101
かんの雅一宛はがき宛先

お待ちしています!! 西宮市政報告「かんの新聞」は年間4回、発行し、南甲子園地区（市
立南甲子園小学校の校区など）と周辺地域を中心に各戸配布し、西宮市内に配

達する産経新聞朝刊に折り込みとして入れます。それ以外の方、ビラ配布禁止の集
合住宅にお住まいの方、確実に入手したい方には定期的に送付します。下記●印の
必要事項を記載いただき、お申し込みください。市政へのご意見、ご要望や「かんの新
聞」のご感想もお書きいただければ、うれしいです。「かんの新聞」のバックナンバーを
ご希望の方もご連絡ください。

西宮市政についての疑問や意見をぜひお聞かせ
ください。かんの雅一が問題を丹念に取材したうえ、
わかりやすく説明します。
地元の集まりや趣味の会合などで
市政の現状について聴きたい
場合もご連絡ください。かんのが
出向いて市政報告をします。

2025年（令和7年）8月発行 2025年（令和7年）8月発行

次号は令和8年11月の発行予定です

第41号

♯7119とは何？

阪
神
高
速
道
路（
本
社・大
阪
市
）は
６

月
、名
神
湾
岸
連
絡
線
事
業
の
事
前
調
査

と
し
て
、今
津
地
区
の
10
地
点
と
西
宮
浜

地
区
の
５
地
点
の
計
15
地
点
で
地
盤
振
動

観
測
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
観
測
で
は
、連
絡
線
の
想
定
ル
ー

ト
付
近
の
地
盤
の
特
性
を
調
べ
ま
し
た
。

地
面
に
伝
わ
る
微
細
な
揺
れ
を
高
感
度
振

動
計
で
計
測
。も
し
も
地
震
が
起
こ
っ
た

場
合
、同
じ
地
震
で
も
地
下
は
軟
ら
か
い

地
盤
を
は
じ
め
、や
や
硬
い
地
盤
、硬
い
地

盤
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
各

地
点
で
揺
れ
方
が
違
い
ま
す
。計
測
に
よ

り
各
地
点
の
地
盤
の
特
性
を
把
握
す
る
こ

と
が
目
的
。観
測
は
６
月
29
日
夜
か
ら
30

日
朝
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
令
和
６
年
３
月
、連
絡

線
に
つ
い
て
阪
神
高
速
と
西
日
本
高
速
道

路（
本
社・大
阪
市
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）

に
よ
る
有
料
道
路
事
業
の
申
請
を
許
可
。

連
絡
線
の
事
業
者
は
国
を
含
め
た
３
者
に

な
り
ま
し
た
。公
共
事
業
と
有
料
道
路
事

業
を
併
用
し
た
合
併
施
行
方
式
を
採
用
し

ま
し
た
。

国
交
省
は
現
在
、連
絡
線
の
予
備
設
計

を
進
め
て
お
り
、事
業
者
間
の
役
割
分
担

を
調
整
中
。阪
神
高
速
は
将
来
、実
施
す
る

予
定
の
詳
細
設
計
の
た
め
の
デ
ー
タ
と
し

て
必
要
と
な
る
と
判
断
し
、地
盤
振
動
観

測
を
実
施
し
ま
し
た
。

連
絡
線
は
延
長
約
２・７
キ
ロ
で
、片
側

１
車
線
の
計
２
車
線
道
路
。名
神
高
速
と

阪
神
高
速
３
号
神
戸
線
の
大
阪
方
面
、阪

神
高
速
５
号
湾
岸
線
の
大
阪
、神
戸
の
両

方
面
の
４
か
所
で
接
続
し
、西
宮
浜
に
出

入
り
口
を
設
置
し
ま
す
。

市
は
６
月
、市
立
中
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
に
つ
い
て
休
日
の
活
動
に
加
え
、平

日
の
活
動
も
令
和
８
年
９
月
か
ら
実
施
す

る
と
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
っ

て
市
立
中
学
校
部
活
動
は
原
則
と
し
て
８

年
８
月
で
終
了
し
ま
す
。市
は
地
域
展
開

の
受
け
皿
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

「
プ
レ
み
や
」と
名
づ
け
、準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、課
題
が
山
積
し
て
お
り
、各
方
面

か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い
ま
す
。＝
２
面
に

関
連
記
事

市
は
中
学
校
部
活
動
の
終
了
時
期
に
つ

い
て
大
会
、コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
状
況
や
３

年
生
の
引
退
時
期
な
ど
の
観
点
か
ら
一
部
の

部
活
動
に
対
し
て
は
柔
軟
に
対
応
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

市
は
休
日
と
平
日
の
地
域
展
開
を
同
じ

時
期
に
し
た
理
由
に
つ
い
て
❶
休
日
と
平
日

で
所
属
す
る
チ
ー
ム
や
指
導
者
が
異
な
る
混

乱
を
回
避
す
る
❷
展
開
時
期
に
よ
っ
て
生
じ

る
子
供
ら
へ
の
影
響
を
１
回
に
抑
え
る
❸
地

域
ク
ラ
ブ
の
募
集
で
平
日
を
含
め
た
活
動
の

受
け
皿
と
し
て
応
募
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

で
き
、多
様
な
受
け
皿
確
保
に
つ
な
が
る
―

こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

地
域
展
開
を
め
ぐ
っ
て
は
、受
け
皿
と
な
る

地
域
ク
ラ
ブ
や
指
導
者
の
確
保
、活
動
場
所

や
用
具
の
取
り
扱
い
、教
員
の
関
わ
り
な
ど
の

課
題
が
多
く
、子
供
や
保
護
者
、教
員
か
ら
不

安
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

市
は
今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
し

た
地
域
ク
ラ
ブ
の
第
１
次
募
集
で
ス
ポ
ー
ツ

が
１
３
８
、文
化
芸
術
が
44
の
計
１
８
２
の
活

動
を
登
録
し
ま
し
た
。数
回
に
わ
た
っ
て
募
集

し
、地
域
ク
ラ
ブ
の
登
録
数
を
増
や
す
考
え
。

市
は
第
１
次
募
集
で
登
録
し
た
地
域
ク
ラ

ブ
に
対
し
、予
定
す
る
月
会
費
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
３
千
〜
６
千
円
」と
の
回
答
が
79
活

動
で
最
も
多
か
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
抑
制
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。市
は「
家
庭
の
経
済
格
差
が
生
徒

の
体
験
格
差
を
広
げ
る
原
因
に
な
ら
な
い

よ
う
、生
活
困
窮
世
帯
の
生
徒
へ
の
支
援

を
検
討
す
る
」と
し
て
い
ま
す
。

市
は
地
域
で
部
員
数
が
多
い
種
目
の
部

活
動
を
引
き
継
ぐ
地
域
ク
ラ
ブ
の
登
録
が

な
い
場
合
、公
益
財
団
法
人
西
宮
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る「
プ
レ
み
や
」の

統
括
団
体
が
直
営
で
運
営
す
る
地
域
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
支
援
を
求
め
る

　

意
見
書
案
を
可
決

市
議
会
は
６
月
定
例
会
で「
部
活
動
改

革
に
対
し
国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意

見
書
案
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
は「
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

抑
制
や
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
対
す
る

支
援
等
、自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
施
策
を

実
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
、多
額
の
財
源
が

必
要
で
あ
り
、国
か
ら
の
財
政
支
援
が
欠

か
せ
な
い
」と
指
摘
。❶
部
活
動
改
革
の

実
施
に
あ
た
り
、地
方
自
治
体
に
対
し
十

分
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
❷
財
政
支

援
の
具
体
的
な
内
容
を
早
急
に
示
す
こ

と
―
を
国
に
求
め
ま
し
た
。

本名：菅野雅一（かんの・まさかず）
昭和33年（1958年）、神戸市生まれ。
上智大学文学部新聞学科卒業。昭和
60年に産経新聞社に入社。平成27
年1月に退社し、同年4月の市議選に
初当選。令和5年4月の市議選で3選。
保守系で政党無所属。「会派・ぜんし
ん」メンバー。南甲子園自治会会長。
社会福祉法人真砂ちどり保育園理事
長。NPO法人海浜の自然環境を守る
会副理事長。防災士。保育士。

兵庫県と県内の41市町の全部が7月から共同で始めた救急安心センター事業
の略称。「♯」は「シャープ」と読みます。急病やケガなどの際、電話で♯7119と
かければ、看護師などの専門家が24時間365日体制で対応。緊急度を判定し、
受診可能な医療機関を案内したり、救急車の出動を要請したりします。これに
伴い、西宮市は9月30日で健康・医療・育児などの電話相談窓口「ハローにしの
みや」を廃止します。市は「ハローにしのみやから♯7119に移行できない健康
や育児、メンタルヘルスなどの相談は市の担当課等が引き継ぐ」としています。

６
月

今
津
地
区
な
ど
の

15
地
点

名
神
湾
岸
連
絡
線
の
事
前
調
査

名神湾岸連絡線の接続のイメージ図

名
神
湾
岸
連
絡
線

阪神高速３号神戸線

名神高速道路

（仮称）西宮JCT・IC

（仮称）西宮浜JCT・IC 阪神高速５号湾岸線

至
神
戸

至
大
阪

至
神
戸

至
大
阪

湾岸線神戸方面と接続
湾岸線大阪方面と接続

神戸線大阪方面と接続

西宮浜に出入り口設置

名神高速と接続

既存の接続

■観測前に高感度振動計を点検する調査員
　＝6月29日午後10時、今津浜公園駐車場

■
か
ん
の
雅
一

阪
神
高
速
が
地
盤
振
動
観
測
を
実
施

各
方
面
か
ら
不
安
の
声

かんの雅一
西宮市議会議員

中学校の部活動が来年８月で終了
平日の活動も来年９月から地域展開へ
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中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
を
め
ぐ
る

主
な
質
問
と
市
の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

̶
地
域
展
開
を
進
め
る
理
由
は
何
か
。

市
の
回
答「
少
子
化
が
進
む
中
で
、学
校

単
位
で
の
部
活
動
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。多
世
代
に
わ
た
っ
て
多
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ・文
化
活
動
が
で
き
る
環
境
を
地

域
で
整
え
て
い
く
。部
活
動
の
指
導
が
教

員
の
長
時
間
労
働
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
、

教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、質
の
高
い
教
育

活
動
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
」

̶
他
市
も
同
じ
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
の
か
。

市
の
回
答「
国
は
少
子
化
の
進
展
等
を
踏

ま
え
、部
活
動
の
地
域
展
開
を
推
進
し
て

お
り
、兵
庫
県
で
も
神
戸
市
や
阪
神
間
の

多
く
の
自
治
体
が
令
和
８
年
度
か
ら
の

平
日
の
活
動
を
含
め
た
地
域
展
開
を
表

明
し
て
い
る
」

̶
地
域
展
開
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

市
の
回
答「
今
の
中
学
生
は
自
分
の
通
う

学
校
の
部
活
動
の
中
か
ら
選
ぶ
必
要
が

あ
る
が
、地
域
展
開
後
は
学
校
や
地
域
に

関
係
な
く
、様
々
な
活
動
の
中
か
ら
自
分

に
合
っ
た
活
動
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
的
な
指
導
も
受
け
や
す
く
な
る
」

̶
大
会
な
ど
へ
の
参
加
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
の
回
答「
市
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
で

あ
る『
プ
レ
み
や
』に
登
録
し
た
チ
ー
ム
と

し
て
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。大

会
主
催
者
の
定
め
る
規
定
に
よ
っ
て
参
加

の
可
否
が
異
な
る
が
、例
え
ば
、中
体
連

の
大
会
や
吹
奏
楽
・
合
唱
連
盟
の
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
は『
プ
レ
み
や
』の
チ
ー
ム
も

参
加
が
可
能
だ
」

̶
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
の
責

任
は
誰
が
と
る
の
か
。

市
の
回
答「
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た

時
は
所
属
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
が
対
応
す

る
。学
校
が
対
応
す
る
こ
と
は
な
い
。学
校

の
管
理
下
で
は
な
い
た
め
、日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
給
付
制
度
は
適
用

さ
れ
な
い
。代
わ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
保
険
な
ど

活
動
に
必
要
な
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

で
、ケ
ガ
な
ど
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

̶
中
学
校
部
活
動
を
原
則
と
し
て
令
和

８
年
８
月
で
終
了
す
る
と
の
方
針
は

じ
ょ
う
い

上
意

  

か

た

つ 

下
達
で
あ
り
、一
方
的
と
の
印
象
を

受
け
る
。地
域
展
開
の
推
移
を
見
届
け
た

う
え
で
、各
学
校
に
終
了
時
期
の
判
断
を

委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
回
答「
部
活
動
が
継
続
す
る
中
で
地

域
展
開
を
進
め
れ
ば
、地
域
ク
ラ
ブ
に
手

を
挙
げ
よ
う
と
す
る
団
体
が

ち
ゅ
う
ち
ょ

躊
躇
す
る

可
能
性
が
あ
る
。地
域
展
開
で
は
、地
域

ク
ラ
ブ
に
体
育
館
や
運
動
場
な
ど
の
学

校
施
設
を
無
償
で
幅
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。部
活
動
が
継
続
す

れ
ば
、地
域
ク
ラ
ブ
が
利
用
で
き
る
環
境

が
不
透
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」

子供たちの健康状態
を心配する声
市立南甲子園小学校の敷地内

にある南甲子園留守家庭児童育
成センターが定員を大幅に超え
る児童を受け入れて過密状態に
なっており、子供たちの健康状態
を心配する声が増えています。地域や保護者で構成する南甲子園留
守家庭児童育成センター運営委員会は令和６年４月に改善を求める
要望書を提出しましたが、市は今年６月までに回答していません。
要望書は「児童は遊ぶための十分なスペースを確保できません。

育成センターのトイレはとても狭く、行列ができている状態」と指摘。
「体調が悪くなった児童が横になる十分なスペースも確保できませ
ん。この過密状態で感染症が流行した場合、大きな感染リスクが発
生する恐れがあることを強く危惧します」と強調しています。
そのうえで、「子供たちの健全な成長のために良好な環境を早急

に整備していただきたい」と要望。具体的には今年３月に閉園の市立
南甲子園幼稚園の園舎を育成センターとして利用することや、それ
が無理な場合は南甲子園小の敷地内に第三センターを整備するこ
とを求めました。

現実からかけ離れた最大受入人数
南甲子園育成センターは第一センター（育成室の面積７２.８７平

方メートル）と第二センター（同６６.２５平方メートル）の２施設があ
り、定員はそれぞれ４０人の計８０人です。市は待機児童の状況があ
る場合、定員を弾力運用する「最大受入人数」を設定しており、これ
は第一センターが６９人、第二センターが６３人の計１３２人。
南甲子園育成センターの受入児童数は７月１日現在、第一セン

ターが６３人、第二センターが５７人の計１２０人であり、最大受入
人数に達していません。
しかし、運営委員会の田中喜美子委員長は「最大受入人数そのも

のが育成センターの現実からかけ離れています。育成室の面積から
算定していますが、育成室内はランドセルを置く棚や本棚などが占
めるスペースも大きく、児童の居住空間は算定よりはるかに狭い」と
指摘します。
市は令和５年３月、「育成センターにおける施設整備のあり方」を

作成。将来的に利用児童数の減少が見込まれることや整備事業費
の縮減も踏まえ、「専用施設を整備するのではなく、学校の協力を得
ながら余裕教室の活用を図ること」などの方針を決めました。
しかし、実際には各学校において育成センターとして改修可能な

余裕教室がほとんどないことが判明。放課後の時間帯だけ特別教室
などを一時利用するタイムシェア方式を導入する方針で、各学校と
調整しています。
市は南甲子園幼稚園の園舎の活用について「跡地・跡施設の活用

方針は未定」としたうえで、市が進める財政構造改善実施計画で「市
有地や用途廃止後の公共施設等について、条件が整ったものから順
に積極的に売却や貸付けによる有効活用を図る」との方針を決めて
いることから、「難しい」としています。

貯
留
管
整
備
の
た
め
の
立
坑
の
用
地
に
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西
部
工
場
の
解
体
工
事
が
完
了

活
動
の
選
択
肢
が
増
え
る
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と
教
員
の
働
き
方
改
革
が
要
因

部
活
動
の
地
域
展
開
を
め
ぐ
る
主
な
質
問
と
市
の
回
答

市
立
西
宮
東
高
等
学
校（
古
川
町
）の

プ
ー
ル
で
底
面
の
シ
ー
ト
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
が
膨
れ
上
が
る
不
具
合
が
発
生
し
ま
し

た
。こ
の
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら
プ
ー
ル

が
使
用
で
き
な
く
な
り
、同
校
は
７
年
度

の
選
択
科
目
の
水
泳
の
授
業
を
開
講
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。市
は
プ
ー
ル
改
修
の

予
算
と
し
て
約
４
千
万
円
を
計
上
し
て
お

り
、８
年
３
月
に
完
了
さ
せ
る
予
定
。

こ
の
プ
ー
ル
は
昭
和
39
年
に
完
成
し

た
50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
。平
成
８
年
の
大

規
模
改
修
か
ら
底
面
全
体
に
事
故
防
止

の
た
め
の
厚
さ
35
ミ
リ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材

が
敷
か
れ
、そ
の
上
を
１・５
ミ
リ
の
シ
ー

ト
で
覆
っ
て
い
ま
す
。ク
ッ
シ
ョ
ン
材
が
水

中
で
浮
力
を
も
つ
た
め
、令
和
６
年
６
月

ご
ろ
か
ら
シ
ー
ト
が
膨
ら
み
始
め
、６
年

７
月
に
使
用
を
中
止
し
ま
し
た
。

同
校
は
令
和
６
年
度
の
水
泳
の
授
業

に
つ
い
て
近
く
の
市
立
浜
甲
子
園
中
学
校

の
プ
ー
ル
を
借
り
て
実
施
。水
泳
部
の
活

動
は
浜
甲
子
園
中
の
プ
ー
ル
を
借
り
た

り
、民
間
施
設
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
プ
ー

ル
を
利
用
し
た
り
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
水
泳
の
授
業
を
開
講

せ
ず
、水
泳
部
の
活
動
は
近
隣
の
高
校
の

プ
ー
ル
を
借
り
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

市
は
プ
ー
ル
改
修
の
着
手
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
予
算
の
確

保
に
手
間
取
っ
た
こ
と
や
、プ
ー
ル
完
成

時
の
図
面
な
ど
の
資
料
が
残
っ
て
お
ら

ず
、新
た
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

市
は
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
に
つ
い
て「
計

画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、順
次
、準
備
を

進
め
て
い
る
」と
し
て
お
り
、令
和
８
年
度

に
は
市
立
甲
子
園
浜
小
学
校
の
プ
ー
ル
の

大
規
模
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
の
施
設
で
は
、プ
レ
ラ
ホ
ー
ル
や
中

央
公
民
館
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
な
ど
が
入
る
複
合
施
設「
プ
レ

ラ
に
し
の
み
や
」（
高
松
町
）の
冷
却
設
備

の一
部
が
停
止
し
た
り
、六
湛
寺
町
の
市
民

会
館（
ア
ミ
テ
ィ・ベ
イ
コ
ム
ホ
ー
ル
）の
天

井
部
分
に
あ
る
反
響
板
が
故
障
し
た
り
す

る
な
ど
、市
民
の
利
用
に
支
障
が
出
る
設

備
面
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

市
は
７
月
、ご
み
焼
却
施
設
と
し
て
平

成
24
年
ま
で
稼
働
し
た
西
部
工
場（
浜

松
原
町
）の
解
体
に
つ
い
て
約
５
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
跡
地
の
大
部
分
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
、全
工
事
を
完
了
さ
せ

ま
し
た
。土
壌
の
汚
染
物
質
の
除
染
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、市
は「
汚
染
物
資

は
地
表
に
は
な
く
、飛
散
す
る
こ
と
は
な

い
」と
し
て
い
ま
す
。

市
は
令
和

５
年
10
月
に

解
体
工
事
を

開
始
。跡
地
の

土
壌
に
つ
い
て

は
解
体
前
の
調
査
の
結
果
、ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
は
な
か
っ
た
も
の
の
、基
準
値
を
超

え
る
鉛
や
ヒ
素
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
汚
染
物
質
は
地
表
か
ら
50
セ

ン
チ
以
上
の
深
い
部
分
に
あ
る
こ
と
か

ら
、残
置
し
て
も
飛
散
す
る
こ
と
は
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

地
下
に
は
、西
部
工
場
の
ピ
ッ
ト（
ご

み
の
一
時
的
な
貯
留
場
所
）跡
や
煙
突
の

基
礎
、杭
な
ど
の
構
造
物
も
残
っ
て
い
ま

す
。地
下
構
造
物
の
撤
去
や
汚
染
物
質

の
除
染
に
は
約
30
億
円
の
追
加
費
用
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、地
下
部
分
は
手

を
つ
け
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。雑
草
の

繁
茂
や
砂
ぼ
こ
り
を
防
止
す
る
た
め
、ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
は
９
月
か
ら
約
20
年
間
の
計
画
で
、

豪
雨
時
な
ど
の
浸
水
対
策
と
し
て
、臨
港

線
の
地
下
約
20
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
雨

水
な
ど
を
一
時
的
に
た
め
込
む
合
流
貯

留
管
整
備
事
業
を
始
め
ま
す
。

西
部
工
場
の
跡
地
で
は
、事
業
の
資
機

材
を
地
中
に
搬
入
し
た
り
、地
中
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
で
発
生
す
る
土
砂
を
搬
出
し

た
り
す
る
直
径
約
12
メ
ー
ト
ル
の
立
坑

を
掘
る
予
定
。そ
の
地
表
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

立
坑
の
掘
削
で
生
じ
る
跡
地
の
残
土

は
汚
染
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、環
境
汚
染
の
心

配
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

市の施設で設備トラブルが続発

今
季
の
水
泳
の
授
業
を
開
講
せ
ず

市立 

西
宮
東
高
校
の
プ
ー
ル
で
不
具
合

■市立西宮東高等学校のプール＝古川町

■南甲子園留守家庭児童育成センター＝南甲子園

南甲子園育成センターが過密状態に

■アスファルト舗装された西部工場の跡地。
　白い砂利部分は立坑の用地＝浜松原町

かんの
コラム
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